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守るべきまちがある 守るべき人がいる

災害時要援護者の登録を

岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
の
義
援
金

６
月
１４
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
で
被
災
さ
れ

た
方
を
支
援
す
る
た
め
、
市
で
は
市
内
十
か
所
に
募
金
箱
を
設

置
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。な

お
、
集
ま
っ
た
義
援
金
は
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
全
額

を
被
災
地
へ
送
金
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
日
本
赤
十
字
社
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp���w
w
w
.jrc.o

r.jp�s
a
n
k
a�s
a
ig

a
i�

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
募
金
箱
設
置
場
所

▽
市
役
所
一
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

▽
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
七
か
所
）

▽
市
立
総
合
病
院

一
階
会
計
窓
口

▽
上
下
水
道
局
水
道
庁
舎
内

◇
設
置
期
間

６
月
１８
日
�
〜
７
月
１６
日
�

※
開
庁
時
間
内
の
取
扱
い
で
、
受
領
証
の
発
行
は
で
き
ま
せ

ん
。ミ

ャ
ン
マ
ー
サ
イ
ク
ロ
ン
災
害
・

中
国
大
地
震
の
救
援
金

市
で
は
、
５
月
２
日
に
発
生
し
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
連
邦
で
の
サ

イ
ク
ロ
ン
お
よ
び
５
月
１２
日
に
発
生
し
た
中
国
四
川
省
で
の
大

地
震
の
被
災
者
を
支
援
す
る
た
め
、
募
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま

し
た
。

み
な
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
協
力
に
よ
り
、
三
十
一
万
八
千
九

百
四
円
と
、
外
国
貨
幣
で
六
十
一
元
と
二
十
五
�
の
救
援
金
が

集
ま
り
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
救
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
被
災
地
の

救
援
活
動
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

◇

◇

◇
問
合
先

▽
危
機
管
理
室

０
６（
４
３
０
９
）３
１
３
０
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
０

▽
政
策
推
進
室

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
０
１
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
２
６

～登録方法を６・７面に掲載

万一の災害に備えて

み
な
さ
ん
の
真
心
を
被
災
地
へ

支
え
愛

助
け
愛

古
紙
配
合
率
７０
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
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健 康 相 談

【東保健センター】
とき・ところ �７月７日��東保健

センター �９日��ゆうゆうプラザ（日
下） �２３日��縄手南公民分館 ☆い

ずれも午前１０時～１１時

【中保健センター】
とき ７月１７日� 午前９時３０分～１０

時３０分 ところ 中保健センター

【西保健センター】
とき・ところ �７月３日� 午後１

時３０分～３時�市役所１階多目的ホール
（乳幼児のみ） �４日� 午前９時３０

分～１０時３０分�西保健センター（乳幼児
のみ） �１６日� 午前１０時～１１時�は
すの広場（近江堂） �２３日� 午前１０

時～１１時�ももの広場（楠根・乳幼児の
み） �２８日� 午後１時３０分～３時�
大�公民分館

◇ ◇

対象・内容 �乳幼児�身体計測、育
児相談など �老成人�健康相談、血圧
測定など

■問合先 東・中・西保健センター

愛 の 献 血
７月は愛の血液助け合い運動月間

１８歳以上で体重５０�以上の方は４００mL
献血にご協力ください。 とき・ところ
�７月３日��鴻池グラナリーコート前
�６日��新池島自治会館 �９日��
南都銀行石切支店 �１３日��英田北小
学校 �１４日��縄手南小学校 �２２日
	�サカエ長瀬店 �２５日��近鉄瓢�
山駅南側 �３０日��鴻池サティ ※い

ずれも午前１０時からで、昼の休憩時間お

よび終了時間は場所によって異なります。

献血受付時に保険証などで本人確認をし

ます。

■問合先 地域健康企画課 ０７２（９６０）

３８０１、�０７２（９６０）３８０６

肺がん・結核エックス線検診

とき・ところ �７月１８日�、８月７
日� 午後２時～３時�東診療所（申込
みは東保健センターへ） �２２日	 午

前９時３０分～１０時�西保健センター �
２４日� 午後２時３０分～３時３０分�中保
健センター 内容・対象 �肺がん検診
�市内在住の４０歳以上の方 �結核検診
�市内在住の６５歳以上の方 定員 各３０

人（申込先着順）

■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

薬と健康の週間
ポスター原画と標語を募集

子どもたちに薬を正しく使ってもらう

ため、作品を募集します。 対象 府内

在住の小学校３～６年生 内容 薬の正

しい使い方や薬剤師をイメージしたもの

規格 �ポスター�４つ切りまたはＢ３
の画用紙で色彩は自由 �標語�Ａ４の
紙に２０字以内 ※応募は１人各１点で未

発表のものに限る。ポスターと標語は別々

に応募。 応募方法 作品の裏側右下に、

学校の所在地、学校名、氏名（ふりがな

も）、電話番号を書いて、８月１５日�（消
印有効）までに郵送または直接（土・日

曜日、祝日を除く）

■応募先 〒５４０・００１９大阪市中央区和

泉町１―３―８ 
大阪府薬剤師会（薬と健康
の週間係） ０６（６９４７）５４８１

■問合先 環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７

潜在看護師リフレッシュ講座

再就業をめざす長期間看護業務から離

れている看護師・准看護師が対象です。

とき ８月１日�～２９日�のうち計１０日
間 定員 １０人 申込方法 ７月１日	
～８日	に電話で
■申込先 東大阪准看護学院 ０６（６７２０）

０３０８

■問合先 �布施・河内・枚岡医師会
（布施�０６・６７２１・１９１９、河内�０７２・９６２
・６２０５、枚岡�０７２・９８５・７１２６） �地
域健康企画課 ０７２（９６０）３８０１、�０７２
（９６０）３８０６

ふたごの交流会

保育士が絵本の読み聞かせをします。

とき ７月１４日� 午後１時３０分から

対象 ふたご、みつごを妊娠・育児して

いる方

■ところ・申込・問合先 西保健セン

ター

早期のがんを発見
乳がん（マンモグラフィ）検診

【中保健センター】
とき ７月２４日� 午前９時から、午

後１時から ところ 中保健センター

定員 各３０人（申込先着順）

【西保健センター】
とき ８月２１日� 午前９時～正午

ところ 市民会館 定員 ５０人（申込先

着順） 申込開始日 ７月９日�
◇ ◇

内容 健康教育、問診、視触診、マン

モグラフィ 対象 ４０歳以上の女性で、

平成２０年４月１日現在、偶数年齢の方

費用 ８００円

■申込・問合先 中・西保健センター

東東��００７７２２（（９９８８２２））２２６６００３３ ��００７７２２（（９９８８６６））２２１１３３５５
中中��００７７２２（（９９６６５５））６６４４１１１１ ��００７７２２（（９９６６６６））６６５５２２７７
西西��００６６（（６６７７８８８８））００００８８５５ ��００６６（（６６７７８８８８））２２９９１１６６

※※車車ででのの来来場場ははごご遠遠慮慮くくだだささいい

プールの前後はシャワーを

今年もプール開きの季節になりました。

利用するときは次のことを守りましょう。

�プールに入る前やトイレに入った後は、
シャワーで体をよく洗う �下痢などで
体調が悪いときは、プールの利用を控え

る �咽頭結膜熱（プール熱）の感染予
防のため、プールの後はシャワーを浴び、

目をしっかり洗ってうがいをする。また、

バスタオルの共用は避ける

■問合先 環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７

マタニティ教室

プレママ仲間をつくりませんか。 と
き ７月２日� 午後１時３０分～３時３０

分 内容 もうすぐ会えるねあかちゃん

編～助産師に聞いてみよう、出産を迎え

る心構えなど

■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

薬物乱用のない社会を
覚せい剤等薬物乱用防止

７月は「覚せい剤等薬物乱用防止広報

強化月間」です。

最近は、シンナーや覚せい剤だけでな

く、錠剤型合成麻薬のＭＤＭＡ、大麻、

違法ドラッグなど薬物が多様化し、青少

年の間で乱用が広まるなど深刻な問題と

なっています。

月間中は、ポスター掲示やリーフレッ

トの配布など、薬物乱用防止の啓発活動

を行います。薬物乱用のない社会をつく

るため、みなさんの協力をお願いします。

■問合先 環境薬務課 ０７２（９６０）３８０４、

�０７２（９６０）３８０７

マタニティ歯科健診

歯科医師の健診と歯科衛生士によるア

ドバイスをします。 とき・ところ �
７月７日��西保健センター �２４日�
�東保健センター �２８日��中保健セ
ンター ☆いずれも午後１時３０分から

対象・定員 おおむね妊娠１６週以上の方

・各１５人（申込先着順）

■申込・問合先 東・中・西保健セン

ター

４月から妊婦一般健康診査の助成（公

費負担）の回数を１回から５回へ拡充

しています。受診票は母子健康手帳と

ともに渡します。健診は、大阪府内の

医療機関で受診票を提示し受診してく

ださい。診査内容は診察、血圧・尿・

血液検査などで、各受診票に定める検

査項目以外の検査は実費となりますの

でご注意ください。

【３５歳以上の超音波検査を１回助成】
４月以降、出産予定日に３５歳以上と

なる方には、超音波検査を１回分助成

します。受診票は対象であることを確

認し、母子健康手帳とともに渡します。

【追加の受診票を送付】
４月１０日以前に母子健康手帳を取得

し次に当てはまる方は、追加の受診票

を４月１４日付けで個別郵送しています。

対象で、まだ届いていない方はご連絡

ください。 出産予定日・妊娠週数・
枚数 �平成２０年３月１８日～５月１３日
（４１～３４週）�１枚 �５月１４日～６
月２４日（３３～２８週）�２枚 �６月２５
日～７月２２日（２７～２４週）�３枚 �
７月２３日～（２３週～）�４枚 ※同時

に出産予定日に３５歳以上となる方には、

超音波検査受診票も同封しています。

◇ ◇

出産予定日および妊娠週数を妊娠届

出書に記入していない方は、受診票は

送付せず、案内を送っています。案内

を持って、近くの保健センターへお越

しください。

■問合先 �東・中・西保健センタ
ー �健康づくり課 ０７２（９６０）３８０２、

�０７２（９６０）３８０９

妊婦一般健康診査の拡充
ご 存 知 で す か

平成２０年７月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第９０８号（５）



長
寿
医
療
（
後
期
高
齢
者
医

療
）
制
度
の
一
部
負
担
金
の
割

合
（
一
割
ま
た
は
三
割
）
お
よ

び
高
額
医
療
費
の
自
己
負
担
限

度
額
（
表
）
の
負
担
区
分
は
、

７
月
末
日
ま
で
は
平
成
１８
年
中

の
所
得
で
判
定
し
、
８
月
か
ら

翌
年
７
月
ま
で
は
平
成
１９
年
中

の
所
得
で
判
定
し
ま
す
。

現
在
の
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
平
成
２１
年
７
月
３１
日
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
所
得
に
変

動
が
あ
り
８
月
か
ら
負
担
割
合

が
変
更
と
な
る
方
に
は
、
新
し

い
被
保
険
者
証
を
７
月
中
旬
に

送
付
し
ま
す
。な
お
、変
更
の
な

い
方
に
は
送
付
し
ま
せ
ん
の
で
、

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
を

引
き
続
き
お
使
い
く
だ
さ
い
。

負
担
割
合
の
判
定

一
部
負
担
金
の
割
合
は
、
同

一
世
帯
内
の
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
の
所
得
だ
け
で
判
定

し
ま
す
。
そ
の
中
に
一
人
で
も

平
成
２０
年
度
の
地
方
税
法
上
の

各
種
所
得
控
除
後
の
所
得
（
課

税
標
準
額
）
が
１４５
万
円
以
上
あ

る
場
合
は
三
割
に
な
り
ま
す
。

基
準
収
入
額
適
用
申
請
を

【
負
担
割
合
を
一
割
に
】

負
担
割
合
が
三
割
の
方
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
請
書
を
提
出
し
、
認
め
ら
れ

る
と
、
負
担
割
合
が
三
割
か
ら

一
割
に
な
り
ま
す
。

▽
同
一
世
帯
内
で
被
保
険
者

が
一
人
の
場
合
�
総
収
入
額
が

３８３
万
円
未
満

▽
同
一
世
帯
内

で
被
保
険
者
が
二
人
以
上
の
場

合
�
総
収
入
合
計
額
が
５２０
万
円

未
満【

現
役
並
み
所
得
者
の
判
定

単
位
変
更
に
伴
う
経
過
措
置
】

負
担
割
合
が
三
割
の
方
で
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

場
合
は
、
申
請
書
を
提
出
し
認

め
ら
れ
る
と
、
自
己
負
担
限
度

額
（
表
）
が
「
現
役
並
み
所
得

者
」で
は
な
く
「
一
般
」
に
な
り

ま
す
（
平
成
２０
年
８
月
１
日
か

ら
平
成
２２
年
７
月
３１
日
ま
で
）。

▽
同
一
世
帯
に
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
が
一
人
し
か
い

な
い

▽
同
一
世
帯
に
７０
歳
〜

７４
歳
の
方
が
い
る

▽
同
一
世

帯
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
と
７０
〜
７４
歳
の
方
の
合
計
収

入
額
が
５２０
万
円
未
満

【
基
準
収
入
額
適
用
申
請
〜

７
月
中
に
手
続
き
を
】

対
象
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る

方
に
、
申
請
案
内
と
申
請
書
を

送
付
し
ま
す
。
収
入
額
を
確
認

で
き
る
書
類
（
平
成
１９
年
分
確

定
申
告
書
の
写
し
な
ど
）、印
鑑
、

被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
申
請
し
た
翌
月
か

ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
の
で
、

な
る
べ
く
７
月
中
の
申
請
を
お

願
い
し
ま
す
。

旧被保険者証返却のお願い
新しい被保険者証（新被保険者証）

の交付を受けた方は、変更前の被保険

者証（旧被保険者証）を新被保険者証

に同封している返信用封筒で広域連合

に返却してください。

休日電話相談を実施
大阪府後期高齢者医療広域連合では、

次のとおり休日電話相談を実施します。

とき ７月１９日�、２０日� 午前９

時～午後５時３０分

電話相談 大阪府後期高齢者医療広

域連合 ０６（４７９０）２０２８

後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適

用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

（
減
額
認
定
証
）
は
、
医
療
機

関
に
入
院
し
た
際
、
窓
口
で
提

示
す
る
と
医
療
費
お
よ
び
食
事

代
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の

で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
（
低

所
得
�
、
�
）
の
被
保
険
者
が

交
付
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
、

申
請
の
あ
っ
た
月
の
初
日
か
ら

適
用
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
方

で
入
院
さ
れ
る
場
合
は
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

現
在
交
付
し
て
い
る
減
額
認

定
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
２０

年
７
月
３１
日
で
す
。
引
き
続
き

入
院
さ
れ
る
方
は
、
８
月
１
日

か
ら
有
効
と
な
る
減
額
認
定
証

の
交
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

【
１
月
〜
３
月
に
入
院
し
た

対
象
者
に
申
請
書
を
送
付
】

今
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
の

間
に
入
院
し
た
老
人
保
健
医
療

受
給
者
で
、
平
成
２０
年
度
が
非

課
税
世
帯
と
見
込
ま
れ
る
方
に

は
、
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま

す
。そ

れ
以
外
の
方
に
は
申
請
書

を
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

必
要
な
方
は
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。こ

れ
ま
で
交
付
を
受
け
て
い

な
か
っ
た
方
で
も
、
交
付
の
対

象
に
該
当
す
る
場
合
は
、随
時
、

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
所
得
申
告
が
必
要
で
す
】

所
得
が
軽
減
の
基
準
未
満
で

あ
っ
て
も
、
税
申
告
ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
の
所
得
申
告
を

し
て
い
な
け
れ
ば
、
保
険
料
の

軽
減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

ま
た
、
非
課
税
世
帯
が
対
象

と
な
る
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
に
は
区
分
�

と
区
分
�
が
あ
り
、
区
分
�
の

対
象
と
な
る
に
は
、
世
帯
全
員

が
税
申
告
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
の
所
得
申
告
を
し
、
か
つ

年
金
収
入
で
年
額
８０
万
円
以
下

で
あ
る
こ
と
が
要
件
で
す
。

税
申
告
ま
た
は
後
期
高
齢
者

医
療
の
所
得
申
告
を
し
て
い
な

い
場
合
は
、
お
近
く
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

大
阪
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

▽
資
格
管
理
課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
２
８

▽
給
付
課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
１

▽
総
務
企
画
課

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
２
９

▽
�
共
通

０
６
（
４
７
９
０
）
２
０
３
０

◇
問
合
先

東
大
阪
市
医
療
保
険
室

▽
資
格
給
付
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
６
７
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
４

■自己負担限度額とその判定基準
自己負担限度額

外来＋入院
（世帯単位）

８０，１００円
＋１％
（注１）

（４４，４００円）
（注２）

４４，４００円

２４，６００円

１５，０００円

注１）医療費が２６７，０００円を超えた場合は、その超えた分の１％を加算。

注２）（ ）内の金額は年４回以上該当した場合の４回目以降の額。

※入院時の食事代や保険診療外の差額ベッド代は含みません。

■入院時の食事代

標準負担額

１食 ２６０円

過去１年以内の入院日数が９０日
以内の入院の場合

過去１年以内の入院日数が９０日
を超える入院の場合（注４）

１食 １００円
注３）適用を受けるには資格給付課または行政サービスセンターでの申

請が必要。

注４）入院日数は非課税世帯の期間で算定。

■療養病床に入院したとき
食費と居住費の一部を自己負担します。
ただし、入院医療の必要性が高い方は上記の「入院時の食事代」のみ負

担します。

居住費
（１日当たり）

３２０円

０円

注５）管理栄養士または栄養士により栄養管理が行われているなど。そ

れ以外は４２０円。

外来
（個人単位）

４４，４００円

１２，０００円

８，０００円

判定基準

市民税課税標準額が１４５万円以
上で、被保険者が１人の世帯
は３８３万円以上、被保険者が複
数の世帯は５２０万円以上の総収
入額がある

市民税課税世帯に属する被保険者

市民税非課税世帯に属する被
保険者

・市民税非課税世帯のうち、
公的年金など収入が８０万円以
下でその他の所得も０円の世帯
・市民税非課税世帯に属する
老齢福祉年金を受給している
被保険者

食費
（１食当たり）

４６０円（注５）

２１０円

１３０円

１００円

１食 ２１０円

１食 １６０円
（注３）

負担区分

現役並み所得者

一般

低所得�

低所得�

老齢福祉年金受給者

負担区分

現役並み所得者

一般

低所得�

低所得�

負担
割合

３割

１割

１割

１割

負担区分

現役並み
所得者

一般

低所得�

低所得�

課税
状況

課税
世帯

非
課
税
世
帯

課税
状況

課税
世帯

非
課
税
世
帯

課税
状況

課税
世帯

非
課
税
世
帯

負担割合（１割・３割）を変更

長寿医療（後期高齢者医療）制度

対象者には新被保険者証を７月中旬送付

交
付
に
は
申
請
が
必
要
で
す

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

平成２０年７月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第９０８号（３）
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河内の伝承料理�
はん げ しょうだん ご

河内の伝承料理「半夏 生 団子」を紹

介します。

半夏生とは、夏至から１１日目の７月

２日ごろのことです。田植えが終わっ

たあとに採れたばかりの小麦を使って、

１年の農作業の半分が終わったことを

祝って食べていました。

【半夏生団子の作り方】
下準備：もち米は洗って２時間ぐら

い水に漬けてから水を切っておく。

�小麦粉に水を加えてこねる

�炊飯器にもち米を入れてスイッチ
を入れる。２０分たったらふたを開け、

上に�をのせて炊く
�炊き上がったら、すり鉢に移して

つく

�もちを丸め、砂糖と塩を加えたき
な粉をまぶす

材料（１２個分） もち米１．５カップ、

小麦粉１５０ｇ、きな粉３０ｇ、砂糖２０ｇ、

塩ひとつまみ

■問合先 健康づくり課 ０７２（９６０）

３８０２、�０７２（９６０）３８０９

更新してください
特定疾患医療受給者証

現在交付している特定疾患医療受給者

証の有効期限は平成２０年９月３０日までで

す。継続を希望される方は、更新の手続

きをしてください。 更新期間 ７月１

日�～８月６日� ※各保健センターか

ら個別に案内文を送付しています。届い

ていない方はご連絡ください。

■更新・問合先 東・中・西保健セン

ター

糖尿病食事療法体験学習会

血糖コントロールは食事から始めまし

ょう。 とき ７月１５日� 午前１０時３０

分～午後２時３０分 内容 調理実習と交

流会「自分の適量を食べてみよう」「食事

の工夫」 対象・定員 ６５歳未満の糖尿

病治療中の方とその家族・１０人（申込先

着順） 費用 ７００円 ※エプロン、手ふ

き、筆記用具、食品交換表を持参。

■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

ちびっこ集まれ�
親子でおやつクッキング

とき・ところ �７月２９日� 午後１

時３０分～４時�中保健センター �２９日
� 午後１時～４時�西保健センター
内容 調理実習とお話 対象・定員 ４

歳～５歳児とその保護者・各１２組（申込

先着順） 費用 大人３５０円、子ども３００

円 ※エプロン、三角巾、手ふき、筆記

用具を持参。

■申込・問合先 中・西保健センター

楽しく食べようかしこく食べよう
昼食交流会

ヘルスメイトといっしょに活動的な８５

歳をめざしましょう。 とき ７月２９日

� 午前１０時１５分～午後２時３０分 内容
調理実習と運動実習「おいしく食べて、

心地良く動いて寝たきり予防」 対象・
定員 ６５歳以上の独居（昼間独居）また

は高齢者世帯の方・２０人（申込先着順）

費用 ５００円 ※エプロン、手ふき、筆記

用具を持参。

■ところ・申込・問合先 東保健セン

ター

夏期食品一斉取締りを実施

食中毒など、食品が原因となる事故が

発生しやすい季節になりました。

市では、７月を「夏期食品一斉取締り

月間」と定め、仕出屋、弁当屋などの大

量調理施設やスーパーマーケットなどの

小売店を重点的に監視し、食品などの衛

生的な取扱いや適正表示に関する指導を

行います。さらに、О１５７などの細菌検査

や食品添加物の検査を実施し、不良な食

品が流通しないように努めます。

１０月までは食中毒多発時期です。家庭

での食品の取扱いも一層の注意を払いま

しょう。

【食中毒予防街頭キャンペーン】
�大阪食品衛生協会東大阪市東・中・

西支部によるパレードを行います。 と
き ７月１８日� 午後２時～３時 とこ
ろ 近鉄布施駅南側周辺商店街

■問合先 食品衛生課 ０７２（９６０）３８０３、

�０７２（９６０）３８０７

西保健センター

１４、２８日

９・３０～１１・００

第１・３火曜日

水曜日

１４・００～１６・００

７、２８日

１３・３０～１４・３０

２３日 ９・３０～１０・００

月曜日～金曜日 ９・００～１７・００（昼休みを除く）

９、１６、２３日

１３・００～１４・１０

１、１５日

１３・１５～１４・１５

８、２２日

１３・１５～１４・１５

２日 １３・００～１４・００

１１日 １３・００～１４・３０

４日 ９・３０～１０・３０

９、１６、２３日

１３・３０～１４・００

�太字は有料です（検査内容によって金額が異なりますので、くわしくはお問い合わせください）。
�飼えなくなった犬・猫の引取りは、保健センターでは行っていません。くわしくは動物指導セン
ター（０７２・９６３・６２１１）まで。�一般健康相談は７月から廃止します。就職などのための健康診断は
医療機関のご利用を。�（北部）は、盾津鴻池公民分館分室です。�車での来場はご遠慮ください。

中保健センター

９、２３日

９・３０～１１・００

第２・４火曜日

第２・３・４水曜日

第２金曜日

１４・００～１６・００

３、１７日

１４・００～１５・３０

３日 ９・００～１１・００

１、８、２２日

９・１０開始

１５日（北部）

９・３０開始

１１、２５日 １３・００開始

（北部は来月）

２、１８日 １３・００開始

９日（北部）

１３・３０開始

２２日 １３・００～１４・１５

１７日 ９・３０～１０・３０

１、８、２２日

１５日（北部）

９・３０～１０・００

１、８、１５、２２日

１３・３０～１５・３０

東保健センター

４、１８日

９・３０～１１・００

第２・４月曜日

第１・３・５水・木曜日

１４・００～１６・００

第２・４火曜日

１０・００～１２・００

１０日 ９・２０～１０・００

８、２２日

１３・１０～１４・００

１６、２３日

１３・４０～１４・３０

１１、２５日

１３・３０～１４・２０

１４日 １３・００～１４・００

１日 １３・００開始

７日 １０・００～１１・００

８、２２日

１４・００～１４・３０

ところ

行 事

クラミジア・梅毒・エイ

ズ検査（一部有料）

Ｃ型肝炎抗体検査（一部

無料）

風しん抗体検査（有料）

こころの健康相談（予約

制）�アルコール依存症・
認知症の相談を含む	

結核相談

骨密度測定（予約制で、

対象は２０歳以上）

電話健康相談

４か月児健康診査

�２０年３月生まれ	
※個別に通知しています。

１歳６か月児健康診査

�１８年１２月生まれ	
（幼児用歯ブラシ持参）

※個別に通知しています。

３歳６か月児健康診査

�１７年１月生まれ	
※個別に通知しています。

２４か月児むし歯予測検査

�１８年７月生まれ	
（予約制）

離乳食講習会

乳幼児健康相談

ＢＣＧ接種

�３か月～６か月未満児	

マタニティクラス

受付場所

環
境
衛
生
検
査

セ

ン

タ

ー

０
６
（
６
７
８
８
）
４
４
８
３

�
０
６（
６
７
８
８
）２
０
６
４

受付日・時間

９・３０

〜

１１・００

１、２２日

１、２２日

８日

費 用

２，２４０円

各４３２円

平常項目１６，８００円

全項目１８１，７００円

検査の種類

検便
（赤痢菌・サルモネラ属菌・大腸菌Ｏ１５７）

寄生虫卵検査
（寄生虫卵検査、ぎょう虫卵検査）

水道法にもとづく
飲用水水質検査



�
予約制 ０６（６７８７）５００４

�０６（６７８７）７４０４
�



（４）第９０８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１日



児
童
手
当
・
特
例
給
付

受
給
者
は
現
況
届
の
提
出
を

平
成
２０
年
度
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
決
定（
本
算
定
）

に
伴
い
、「
保
険
料
額
決
定
通
知

書
及
び
納
付
通
知
書
」
を
７
月

中
旬
に
送
付
し
ま
す
。

保
険
料
の
納
付
方
法
は
、「
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
」
と
納
付

書
ま
た
は
口
座
振
替
な
ど
で
納

め
て
い
た
だ
く
「
普
通
徴
収
」

の
二
通
り
に
分
か
れ
ま
す
。

ま
た
、
年
度
途
中
に
被
保
険

者
と
な
ら
れ
た
場
合
は
、
資
格

取
得
月
か
ら
月
割
で
保
険
料
を

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

（
年
金
受
給
額
が
年
額

１８
万
円
以
上
の
方
）

す
で
に
４
月
支
給
の
年
金
か

ら
仮
算
定
に
よ
り
特
別
徴
収
を

開
始
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
ほ

ど
決
定
（
本
算
定
）
し
た
平
成

２０
年
度
の
年
間
保
険
料
か
ら
、

仮
算
定
に
よ
っ
て
徴
収
し
て
い

る
額
（
４
月
・
６
月
・
８
月
に

特
別
徴
収
）
を
差
し
引
い
た
残

額
を
１０
月
・
１２
月
・
来
年
２
月

に
特
別
徴
収
し
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
が
年
額
１８

万
円
以
上
あ
っ
て
も
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険

料
の
合
算
額
が
年
金
受
給
額
の

二
分
の
一
を
超
え
る
場
合
や
、

事
情
が
あ
る
場
合
（
次
の
�
〜

�
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と

き
で
申
請
が
必
要
）
は
普
通
徴

収
と
な
り
ま
す
。

�
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ

の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に

よ
り
、
被
保
険
者
の
住
宅
ま
た

は
家
財
そ
の
他
の
財
産
に
つ
い

て
著
し
い
損
害
を
受
け
た
と
き

�
被
保
険
者
ま
た
は
保
険
料

の
連
帯
納
付
義
務
者
（
被
保
険

者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
と

被
保
険
者
の
配
偶
者
）
の
収
入

が
事
業
不
振
や
休
業
、
廃
止
、

失
業
な
ど
の
理
由
に
よ
り
著
し

く
減
少
し
た
と
き

�
被
保
険
者
が
刑
事
施
設
、

労
役
場
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず

る
施
設
に
拘
禁
さ
れ
た
と
き

普
通
徴
収

（
特
別
徴
収
以
外
の
方
）

７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の

計
九
回
を
、
納
付
書
ま
た
は
口

座
振
替
な
ど
で
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め
て

く
だ
さ
い
。

【
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
対
す
る
軽
減
措
置
】

長
寿
医
療
制
度
（
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
）
に
加
入
す
る
日

の
前
日
に
被
用
者
保
険（
※
１
）

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
場
合
、
加

入
し
て
か
ら
二
年
を
経
過
す
る

ま
で
所
得
割
額
を
免
除
し
、
被

保
険
者
均
等
割
額
の
う
ち
五
割

を
軽
減
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
２０
年
度
に
お

い
て
は
特
別
措
置
と
し
て
、
今

年
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
六
か

月
間
は
保
険
料
を
免
除
し
、
１０

月
か
ら
来
年
３
月
ま
で
の
六
か

月
間
は
被
保
険
者
均
等
割
額
を

九
割
軽
減
し
ま
す
。

軽
減
措
置
に
該
当
す
る
方
で

保
険
料
が
軽
減
さ
れ
て
い
な
い

場
合
は
、
市
ま
た
は
大
阪
府
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
（
広

域
連
合
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
の
結
果
、「
被
用
者
保

険
の
被
扶
養
者
に
関
す
る
届
出

書
」
の
届
出
を
お
願
い
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

「
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者

に
関
す
る
届
出
書
」
は
、
市
役

所
二
階
医
療
保
険
室
保
険
料
課

ま
た
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
窓
口
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
届
出
書
に
は
、
資
格
喪
失

証
明
書
な
ど
被
用
者
保
険
の
資

格
喪
失
日
の
わ
か
る
も
の
の
添

付
が
必
要
で
す
。

※
１

政
府
管
掌
健
康
保
険

や
健
康
保
険
組
合
、船
員
保
険
、

共
済
組
合
な
ど
の
こ
と
で
、
国

民
健
康
保
険
、
国
民
健
康
保
険

組
合
は
含
み
ま
せ
ん
。

◇

◇

◇
問
合
先

大
阪
府
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合

▽
資
格

管
理
課

０
６
（
４
７
９
０
）

２
０
２
８

▽
給
付
課

０
６

（
４
７
９
０
）２
０
３
１

▽
総

務
企
画
課

０
６（
４
７
９
０
）

２
０
２
９

▽
�
共
通

０
６

（
４
７
９
０
）
２
０
３
０

◇
問
合
先

東
大
阪
市
医
療

保
険
室

▽
保
険
料
課

０
６

（
４
３
０
９
）
３
１
６
８
、
�

０
６
（
４
３
０
９
）
３
８
０
７

日
本
に
住
ん
で
い
る
２０
歳
以

上
６０
歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
が

加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
国

民
年
金
は
、
二
十
五
年
以
上
保

険
料
を
納
付
ま
た
は
免
除
さ
れ

て
い
る
と
、
将
来
、
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
１
号
被
保
険
者
の

自
営
業
や
学
生
、
無
職
の
方
な

ど
に
は
、
平
成
２０
年
度
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
書
が
社
会
保

険
庁
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

平
成
２０
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
は
一
万
四
千
四
百
十
円（
月

額
）
で
す
が
、
経
済
的
な
理
由

な
ど
で
、
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
困
難
な
方
に
は
、
保
険
料

免
除
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。
７
月

１
日
�
か
ら
受
け
付
け
ま
す
の

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
万
が

一
の
と
き
の
障
害
基
礎
年
金
や

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
に
も
含
ま
れ
る
た
め
安
心
で

す
。
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

難
し
い
方
は
、
必
ず
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

【
免
除
制
度
・
免
除
額
】

▽
全
額
免
除

▽
四
分
の
一

納
付
�
一
万
八
百
十
円
免
除

▽
二
分
の
一
納
付
�
七
千
二
百

円
免
除

▽
四
分
の
三
納
付
�

三
千
六
百
円
免
除

【
免
除
期
間
・
対
象
】

免
除
の
期
間
は
７
月
（
ま
た

は
申
請
月
の
前
月
）
か
ら
翌
年

６
月
ま
で
で
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

申
請
者
お
よ
び
配
偶
者
、
世
帯

主
の
前
年
中
の
所
得
が
、
そ
れ

ぞ
れ
一
定
の
基
準
額
以
下
の
場

合
な
ど
で
す
。

【
申
請
方
法
】

申
請
は
年
金
手
帳
と
印
鑑
を

持
っ
て
、
国
民
年
金
課
ま
た
は

行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
失
業

な
ど
に
よ
り
申
請
す
る
場
合
は
、

次
の
い
ず
れ
か
の
書
類
の
コ
ピ

ー
が
必
要
で
す
。

▽
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

▽
雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票

▽
こ
れ
ら
の
書
類
に
準
ず
る
公

的
な
機
関
の
証
明

【
免
除
申
請
を
し
て
承
認
さ

れ
た
ら
】

保
険
料
の
免
除
期
間
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
二
十
五
年
の
資

格
期
間
に
は
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

年
金
額
は
三
分
の
一
（
全
額
免

除
の
場
合
）
ま
た
は
三
分
の
二

（
半
額
免
除
の
場
合
）
で
計
算

さ
れ
ま
す
。

【
保
険
料
の
追
納
を
】

免
除
猶
予
を
受
け
た
期
間
の

保
険
料
は
、
将
来
受
け
取
る
金

額
が
少
な
く
な
ら
な
い
よ
う
、

十
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ

っ
て
保
険
料
を
納
め
る
こ
と（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。

承
認
さ
れ
た
期
間
が
属
す
る

年
度
か
ら
起
算
し
て
三
年
度
目

以
降
に
納
付
す
る
場
合
は
、
経

過
し
た
年
数
に
応
じ
た
一
定
の

加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
の
で
、

生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら
、

早
め
に
追
納
し
ま
し
ょ
う
。

年
金
相
談
・
保
険
料

納
付
（
免
除
）
相
談

東
大
阪
社
会
保
険
事
務
所
で

は
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

相
談
お
よ
び
ね
ん
き
ん
特
別
便

の
相
談
を
行
い
ま
す
。

国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
持

参
の
う
え
、お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
１７
日
�

午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

や
ま
な
み
プ
ラ

ザ
（
四
条
）

◇

◇

◇
問
合
先

▽
東
大
阪
社
会

保
険
事
務
所

０
６
（
６
７

２
２
）
６
０
０
１

▽
国
民
年

金
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１

６
５
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
０
５

２０
歳
に
な
る
前
の
障
害
に
よ

り
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方
と
福
祉
年
金
か
ら
切
り
替

わ
っ
た
障
害
基
礎
年
金
を
受
け

て
い
る
方
は
、
毎
年
７
月
（
そ

れ
以
外
の
障
害
基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
は
誕
生
月
）
が
現

況
届
の
提
出
月
で
す
。

現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
を
確

認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
で
す
。

７
月
初
旬
に
社
会
保
険
事
務
所

か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
７
月
３１

日
�
ま
で
に
国
民
年
金
課
ま
た

は
行
政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
診
断
書
が
必
要
な
方

は
医
師
の
診
断
を
受
け
、
現
況

届
と
い
っ
し
ょ
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
な
か
っ
た

り
遅
れ
た
り
し
た
と
き
は
、年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
。ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
児
童
手
当
・
特
例
給
付
現

況
届
」
の
提
出
期
限
は
６
月
３０

日
で
し
た
が
、
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
て
未
提
出
の
方
は
、

現
況
届
を
早
急
に
郵
送
ま
た
は

国
民
年
金
課
お
よ
び
行
政
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

国
民
年
金
課

免除申請は７月１日から

障
害
基
礎
年
金
の
現
況
届

７
月
中
に
提
出
を

国民年金保険料決
定
通
知
書
を
７
月
中
旬
送
付
し
ま
す

長寿医療保険
―平成２０年度―

後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後後
期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医医
療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料

（２）

※広告掲載の申込みは広告代理店（�メディアート ０６・６７７４・５５７１）へ

第９０８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１日
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あ
わ
て
ず
警
察
へ
届
出
を

交
通
事
故
に
あ
っ
た
ら
ま
ず

相
手
の
住
所
、氏
名
、連
絡
先
、運

転
免
許
証
や
車
の
プ
レ
ー
ト
番

号
な
ど
を
確
認
し
、警
察（
１１０
番
）

へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
ケ
ガ

を
し
て
い
る
場
合
は
、
先
に
病

院
で
手
当
て
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

交
通
事
故
を
起
こ
す
と
刑
事

責
任
（
罰
金
）
・
行
政
処
分
（
運

転
停
止
）
・
民
事
責
任
（
賠
償
）

な
ど
が
発
生
し
ま
す
。

交
通
事
故
の
過
失
割
合
は
、

交
通
ル
ー
ル
を
定
め
た
「
道
路

交
通
法
」か
ら
判
断
さ
れ
ま
す
。

知
っ
て
い
ま
す
か

自
賠
責
保
険

自
賠
責
保
険（
強
制
保
険
）と

は
、
自
動
車
の
所
有
者
が
運
転

事
故
で
他
人
を
死
傷
さ
せ
た
場

合
に
、
被
害
者
に
損
害
を
支
払

う
た
め
の
保
険
で
す
。
事
故
で

発
生
し
た
治
療
費
・
休
業
損
害

・
慰
謝
料
な
ど
を
補
償
し
ま
す
。

任
意
保
険
は
、
自
賠
責
保
険

の
限
度
額
を
超
え
た
場
合
に
使

用
し
ま
す
が
、
事
故
当
時
の
状

況
か
ら
過
失
相
殺
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

な
お
、
保
険
請
求
の
時
効
は

一
般
的
に
事
故
の
発
生
日
の
翌

日
か
ら
二
年
間
で
す
。

治
療
費
は
ど
ち
ら
が
払
う
？

交
通
事
故
で
発
生
し
た
治
療

費
は
加
害
者
が
支
払
い
ま
す
が
、

被
害
者
と
の
過
失
割
合
に
よ
っ

て
減
額
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。治

療
費
は
基
本
的
に
自
賠
責

保
険
で
の
補
償
で
す
が
、
被
害

者
の
意
思
で
健
康
保
険
も
使
用

で
き
ま
す
。

健
康
保
険
を
使
用
す
る
場
合

は
、
自
由
診
療
に
比
べ
治
療
代

が
割
安
で
す
が
、
後
ほ
ど
自
賠

責
保
険
か
ら
精
算
さ
れ
る
た
め
、

健
康
保
険
組
合
な
ど
に
「
第
三

者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
の
申

請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
事
故
相
談

市
で
は
、
交
通
事
故
に
あ
っ

た
場
合
、
賠
償
・
保
険
な
ど
の

請
求
、
賠
償
額
の
計
算
、
示
談

の
進
め
方
な
ど
の
相
談
に
無
料

で
応
じ
て
い
ま
す
。

原
則
は
面
接
相
談
で
す
が
、

緊
急
な
場
合
は
電
話
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

◇
と
き

月
・
火
・
水
・
金

曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
４
時

（
相
談
は
１
時
間
程
度
）

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
六
階

交
通
対
策
室
交
通
事
故
相
談
所

※
示
談
金
な
ど
当
事
者
間
の

交
渉
は
で
き
ま
せ
ん
。
法
律
的

な
相
談
に
つ
い
て
は
、
交
通
事

故
専
門
の
無
料
相
談
機
関
な
ど

へ
紹
介
し
ま
す
。

◇
申
込
方
法

事
前
に
電
話

で
【
事
故
相
談
の
事
例
】

最
近
、
次
の
よ
う
な
相
談
が

あ
り
ま
し
た
。

▽
子
ど
も
が
空
き
地
で
ボ
ー

ル
遊
び
を
し
て
い
て
、
転
げ
出

た
ボ
ー
ル
を
取
り
に
道
路
へ
出

た
ら
車
に
は
ね
ら
れ
た
�
子
ど

も
の
母
親
か
ら

▽
前
方
か
ら
の
強
い
雨
に
傘

を
傾
け
て
自
転
車
を
走
行
し
て

い
た
ら
、
対
向
車
と
衝
突
し
た

�
自
転
車
の
運
転
者
か
ら

▽
車
と
接
触
し
て
ケ
ガ
を
し

た
が
、
相
手
の
運
転
者
が
す
べ

て
補
償
す
る
と
言
い
、
名
前
と

連
絡
先
を
教
え
て
く
れ
た
。
信

用
し
て
警
察
に
届
け
な
か
っ
た

と
こ
ろ
、
後
日
連
絡
す
る
と
通

じ
な
か
っ
た
�
６０
代
の
女
性

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
通
事
故
で
の
疑
問
な
ど
が
あ

れ
ば
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◇

◇

◇
申
込
・
問
合
先

交
通
対

策
室
交
通
事
故
相
談
所

０
６

（
４
３
０
９
）
３
２
２
３
、
�

０
６（
４
３
０
９
）
３
８
３
６

牛
乳
パ
ッ
ク
で
紙
す
き

昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
は
三
千

八
百
十
五
件
、
死
傷
者
は
四
千
四
百
二
十
八
人

に
の
ぼ
り
、
交
通
事
故
を
め
ぐ
る
現
状
は
依
然

と
し
て
深
刻
で
す
。

交
通
事
故
は
だ
れ
に
で
も
突
然
起
こ
り
ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

適
切
に
対
応
で
き
ま
す
か
。

６
月
７
日
、
市
役
所
と
そ

の
周
辺
で
「
市
民
環
境
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
環
境
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
市
民
が
中
心
に
な
っ

て
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今

年
で
五
回
目
で
す
。

会
場
で
は
、
環
境
問
題
に

取
り
組
む
多
く
の
団
体
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
を
紹
介

し
、
訪
れ
た
市
民
は
改
め
て

環
境
に
つ
い
て
考
え
る
一
日

と
な
り
ま
し
た
。 ６月１４日、岩手・宮城内陸地震が発生し、

大きな被害がもたらされました。

「災害時要援護者登録制度」は、いざと

いうとき、避難誘導や救助活動に役立てら

れます。ぜひ登録してください。

こ
の
ほ
ど
、
英
田
北
小
学

校
二
年
生
の
児
童
が
、
壁
面

緑
化
で
周
辺
の
温
度
を
下
げ

る
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
を
作

る
た
め
、
ゴ
ー
ヤ
の
苗
を
植

え
ま
し
た
（
写
真
�
）。

食
物
を
育
て
収
穫
の
楽
し

さ
と
環
境
に
つ
い
て
学
ん
で

も
ら
う
た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
リ
ー

ン
大
阪
が
ゴ
ー
ヤ
の
苗
や
土
、

プ
ラ
ン
タ
ー
な
ど
を
市
立
小

学
校
六
校
に
寄
贈
し
た
も
の

で
す
。

今
後
ゴ
ー
ヤ
の
成
長
を
見

守
り
、
９
月
上
旬
に
は
実
を

収
穫
す
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
地
震
な
ど
の
災
害

が
発
生
し
た
と
き
に
、
地
域
の

中
で
高
齢
者
や
障
害
者
な
ど
安

否
確
認
に
役
立
て
る
「
災
害
時

要
援
護
者
登
録
制
度
」
を
平
成

１９
年
度
に
設
け
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、要
援
護
者（
高

齢
者
、
障
害
者
、
難
病
患
者
な

ど
）
の
情
報
を
、
市
と
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
生
委
員
、
校
区

福
祉
委
員
長
、
校
区
自
治
連
合

会
長
お
よ
び
８
月
下
旬
か
ら
は
、

単
位
自
治
会
長
、校
区
福
祉
副
委

員
長
に
も
提
供
す
る
こ
と
に
よ

り
、万
一
の
災
害
に
備
え
ま
す
。

ま
た
災
害
発
生
時
に
は
、
自

主
防
災
組
織
、
校
区
福
祉
委
員

会
、
自
治
会
な
ど
に
も
提
供
。

避
難
誘
導
や
救
助
活
動
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
登
録

者
の
安
全
を
保
障
す
る
も
の
で

は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
対
象

▽
身
体
障
害
者
手

帳
一
・
二
級
を
持
っ
て
い
る
方

▽
療
育
手
帳
Ａ
（
重
度
）
を
持

っ
て
い
る
方

▽
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
一
級
を
持
っ
て

い
る
方

▽
高
齢
者
の
み
（
二

人
以
上
）
の
世
帯

▽
一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者

▽
在
宅
の
要

介
護
三
以
上
の
介
護
保
険
認
定

者

▽
特
定
疾
患
医
療
受
給
者

証
を
持
っ
て
い
る
方

※
こ
れ
ら
に
該
当
し
な
く
て

も
、
希
望
者
は
申
し
出
に
よ
り

登
録
で
き
ま
す
（
施
設
入
所
者

な
ど
を
除
く
）。
な
お
、
高
齢
者

と
は
６５
歳
以
上
の
方
で
す
。

◇
登
録
方
法

個
人
情
報
を

関
係
者
・
団
体
へ
提
供
す
る
こ

と
に
同
意
の
う
え
、
登
録
を
希

望
す
る
方
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
事
務
所
、
保

健
セ
ン
タ
ー
、老
人
セ
ン
タ
ー
、

障
害
者
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
登
録

申
出
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て

直
接
（
郵
送
可
）
ま
た
は
民
生

委
員
に
連
絡

※
提
供
い
た
だ
い
た
情
報
は
、

厳
重
な
取
扱
い
を
し
ま
す
。
な

お
、
登
録
済
み
の
方
は
再
提
出

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

提
供
先
を
拡
大

こ
の
ほ
ど
、
普
段
か
ら
の
災

害
へ
の
備
え
を
強
化
す
る
た
め
、

平
常
時
の
提
供
先
を
単
位
自
治

会
長
、
校
区
福
祉
副
委
員
長
ま

で
拡
大
し
ま
す
。

す
で
に
登
録
し
て
い
る
方
で
、

提
供
先
の
拡
大
に
つ
い
て
承
諾

い
た
だ
け
な
い
場
合
は
、
登
録

の
削
除
が
で
き
ま
す
。
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

◇

◇

◇
問
合
先

〒
５７７
・
８
５
２
１

市
役
所
健
康
福
祉
企
画
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
８
１
、

�
０
６（
４
３
０
９
）３
８
１
５

最大震度７を記録した阪神・淡路大震災

なぜ、登録が必要なのか
平成７年に発生した阪神・淡路大震災では、６，４３４

人の尊い命が奪われました。

その犠牲者の半数は援護などが必要な高齢者や障

害者で、災害発生直後の救出活動が迅速に行われな

かったこと、被災後の生活ケアが不十分であったこ

となどが大きな要因です。

こうした過去の教訓から社会的弱者への支援対策

がクローズアップされています。

しかし、近年都市化とともに隣近所の付き合いが

希薄になる傾向があり、地域の中で高齢者や障害者

がどこに住んでいるのか近隣の住民でさえ把握でき

ていないのが現状です。

「災害時要援護者登録制度」は、高齢者や障害者

などが、災害時に地域の中で支援を受けることがで

きるようにする制度です。

道路交通法の一部が改正
６月１日から施行

改正道路交通法が平成２０年６月１日から施行されま

した。おもな改正点は次のとおりです。

【後部座席にもシートベルトを】
自動車に乗車する場合、運転者席、助手席のシート

ベルトの着用に加え、後部座席にも着用が義務付けら

れました。

【自転車の歩道通行を明確化】
歩道の自転車通行は、自転車通行可の標識がある場

合に加え、子どもや高齢者、身体が不自由な人が運転し

ているときとやむを得ない場合も通行できるようにな

りました。また、保護者は幼児や児童が自転車に乗ると

きに乗車用ヘルメットを着用させるようにしましょう。

【高齢者運転者標識の表示を義務化】
７５歳以上の高齢者が普通自動車を運転する場合、車

の前面と後面に高齢運転者標識（もみじマーク）を表

示しなければなりません。

【聴覚障害者の運転資格を見直し】
一定の審査に合格し、ワイドミラーを備え、聴覚障害

者標識を表示することで運転できるようになりました。

◇ ◇

■問合先 布施・河内・枚岡警察署 �布施�０６
（６７２７）１２３４ �河内�０７２（９６５）１２３４ �枚岡�０７２
（９８７）１２３４

※写真はイメージです

地
球
温
暖
化
が
深
刻
化
す

る
中
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社

会
的
責
任
）の
活
動
と
し
て
、

環
境
問
題
へ
の
取
組
み
が
重

要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
市
内
の
企
業
を

対
象
に
「
環
境
と
社
会
貢
献

へ
の
挑
戦
」
と
題
し
て
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
い
る
企
業

は
、
有
益
な
活
動
へ
の
参
考

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
１９
日
�

午
前
１０
時
３０
分
〜
正
午

◇
内
容

「
環
境
と
社
会

貢
献
へ
の
挑
戦
」

東
京
国

際
大
学
講
師

濱
名
均
さ
ん

◇
定
員

百
人
（
当
日
先

着
順
）

【
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
公
開
〜
豊
か
な
環
境
創
造

基
金
】

市
で
は
、
今
年
か
ら
「
豊

か
な
環
境
創
造
基
金
」
を
活

用
し
、
団
体
が
行
う
環
境
教

育
や
啓
発
事
業
な
ど
に
補
助

金
を
交
付
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
、
補
助
金
を

申
請
し
た
団
体
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
公
開
し

ま
す
。

◇
と
き

７
月
１９
日
�

午
後
１
時
３０
分
か
ら

◇

◇

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

階
大
会
議
室

◇
問
合
先

環
境
企
画
課

０
６
（
４
３
０
９
）
３
１

９
８
、
�
０
６（
４
３
０
９
）

３
８
１
８

市
内
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
で
、
ま
ち
づ
く
り
の
き

っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
る
団
体
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。

市
で
は
、
広
く
賛
同
を
得

て
、
発
展
が
見
込
め
る
団
体

に
平
成
１６
年
度
か
ら
助
成
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

今
年
か
ら
は
地
域
活
動
の
拠

点
と
な
る
施
設
な
ど
の
整
備

に
も
支
援
し
ま
す
。

今
年
も
応
募
が
あ
っ
た
団

体
に
よ
る
活
動
内
容
の
発
表

会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま

す
。「
地
域
を
大
切
に
し
た
い
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
輪
を
広

げ
た
い
」
な
ど
、
今
後
の
ま

ち
づ
く
り
活
動
の
参
考
と
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
と
き

７
月
１２
日
�

午
前
９
時
３０
分
〜
午
後
１
時

◇
と
こ
ろ

市
役
所
十
八

階
研
修
室

◇
問
合
先

ま
ち
づ
く
り

支
援
課

０
６（
４
３
０
９
）

３
３
５
０
、
�
０
６
（
４
３

０
９
）
３
８
１
２

市
で
は
こ
の
ほ
ど
、『
東
大

阪
市
文
化
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
』

を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
本
市

の
文
化
政
策
を
総
合
的
か
つ

一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
的
な
指
針
と
し
て
、
文

化
政
策
全
体
の
方
向
性
を
体

系
化
し
て
示
す
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
、「
こ
こ
ろ
豊
か

に
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
人

と
自
然
に
や
さ
し
い
ま
ち
」

の
実
現
の
た
め
、
平
成
３
年

に
「
東
大
阪
市
文
化
行
政
ビ

ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
取
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

し
か
し
、
急
速
な
少
子
高

齢
化
・
情
報
化
・
国
際
化
の

進
行
や
地
方
分
権
の
流
れ
に

加
え
、
平
成
１３
年
の
文
化
芸

術
振
興
基
本
法
の
制
定
、
平

成
１７
年
の
中
核
市
移
行
な
ど
、

本
市
を
と
り
ま
く
環
境
は
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

『
東
大
阪
市
文
化
政
策
ビ

ジ
ョ
ン
』
は
、
こ
の
よ
う
な

時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
有
識
者
や
文
化
人
な
ど

に
よ
り
構
成
さ
れ
る
東
大
阪

市
文
化
協
議
会
か
ら
の
提
言

を
受
け
、
策
定
し
た
も
の
で

す
。「

市
民
の
自
由
を
最
大
限

に
尊
重
し
、
多
様
性
と
個
を

尊
重
し
ま
す
」「
文
化
都
市
創

造
の
た
め
に
、
ま
ち
の
誇
り

づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
」

「
東
大
阪
の
文
化
を
育
て
る

人
づ
く
り
に
力
を
注
ぎ
ま
す
」

の
三
つ
を
基
本
理
念
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
の
文
化
的
活

動
が
尊
重
さ
れ
、
愛
着
や
誇

り
の
持
て
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て
、
総
合
的
に
文
化
政
策
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

期
間
を
平
成
２０
年
度
か
ら

お
お
む
ね
十
年
間
と
し
、
ビ

ジ
ョ
ン
の
進
行
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
、
必
要
に
応
じ
て
見

直
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
先

文
化
国
際
課

０
６（
４
３
０
９
）３
１
５
５
、

�
０
６
（
４
３
０
９
）
３
８

２
３

長瀬子育て支援センター

【「ママ、シー」と言えるまで】
おむつはずれについて学びませんか。

とき ７月１５日� 午前１０時３０分～１１

時 対象・定員 ２歳以上の乳幼児と

その保護者・１５組（申込先着順） 申込
方法 ７月４日�午前１０時から電話で
■ところ・申込・問合先 長瀬子育

て支援センター ０６（６７２８）１８００、�
０６（６７２８）２４１３

荒本子育て支援センター

【水遊び】
とき・対象 ��７月１４日�、１８日

� 	８月１日�、４日��１歳６か
月～２歳未満児 �
７月２５日�、２８
日� �８月８日�、１１日��２歳児

☆いずれも午前１０時～１１時 定員 各

２０組（申込先着順） 申込方法 ７月

７日�午後１時３０分から電話で
【からだを動かして遊ぼう】
とき ７月２３日� 午前１０時～１１時

３０分 講師 遊びのお部屋シュッポッ

ポ 対象・定員 １歳６か月以上の乳

幼児とその保護者・２０組（申込先着順）

申込方法 ７月１１日�午後１時３０分か
ら電話で

【子育て相談デー】
とき ７月１８日� 午後１時３０分～

２時３０分、午後３時～４時 申込方法
７月９日�午後１時３０分から電話で

◇ ◇

■ところ・申込・問合先 荒本子育

て支援センター ０６（６７８８）１０５５、�
０６（６７８８）２５９７

鴻池子育て支援センター

【水遊び】
とき・対象 ７月１６日�、２３日�、３０

日�、８月６日�、２０日�、２７日� �
午前１０時～１１時�１歳６か月以上の乳
児とその保護者 �午後１時３０分～２
時３０分�１歳６か月未満でお座りがで
きる乳児とその保護者 ※雨天時や光

化学スモッグが発令された場合は中止。

■ところ・問合先 鴻池子育て支援セ

ンター ０６（６７４８）８２５１、�０６（６７４３）０５７７

石切保育所

【ハイハイ赤ちゃんよっといで】
ふれあい遊びや子育て相談をします。

とき ７月８日� 午前１０時３０分～１１

時３０分 ところ 日新高等学校 対象
・定員 ０歳児とその保護者・１５組（申

込先着順） 申込方法 ７月２日�から
の午前１０時～午後５時に電話で

■申込・問合先 石切保育所 ０７２

（９８４）６２６０、�０７２（９８４）９５７８

災災害害時時要要援援護護者者のの登登録録をを

企
業
向
け
環
境
講
演
会

万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一のののののののののののののののののののののののののののののののののののの災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害にににににににににににににににににににににににににににににににににににに備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備備ええええええええええええええええええええええええええええええええええええてててててててててててててててててててててててててててててててててててて

Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
と
環
境
へ
の
取
組
み

地域まちづくり活動内容発表会

コミュニティの輪を愛
着
の
あ
る
ま
ち
へ

「
文
化
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定

交交
通通
事事
故故
にに
ああ
っっ
たた
らら
……

ああ
なな
たた
はは
どど
うう
しし
まま
すす
かか

ゴーヤを育てて学校を涼しく

わだい

ＪＡが苗を寄贈

子育て支援センター・保育所の催し

みんな来てね�

※車での来場はご遠慮ください

環境フェスティバルに１２，０００人

豊かな自然を次世代に

（６）第９０８号ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪平成２０年７月１日（７）
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その他 その他 
図書館おすすめの本

図書館でおはなしボランティアにア

ドバイスなどをされている元出版社編

集長の中村嶺さんおすすめの２冊を紹

介します。

どちらも「この絵本、子どもだけで

はもったいない」と感じる本で、ロン

グセラー、人気の作品です。

『１００万回生きたねこ』作・絵：佐野
洋子、出版社：講談社

主人公はと

らねこ。１００万

回死んで１００

万回生き、１００

万年生きてい

るねこです。

飼い主も１００

万人。

でもねこは飼い主のだれもが嫌いで

した。そのねこが、あるときのらねこ

になり…自分のことが大好きになって

…それからだれかを…。

読み終わって思わず涙しました。

『アンジュール～ある犬の物語』作
・絵：ガブリエル・バンサン、出版社：

ＢＬ出版

自分が出版に関わった絵本の中で、

とりわけ思い入れの強い作品です。

デッサンの名手、バンサンの初めて

の絵本。思いもかけず飼い主に捨てら

れた犬のさまよいを文章もなく、黒一

色の優れたデッサンのみで淡々と描い

ています。

胸に熱いものが込み上げるのは、絵

の持つ力でしょうか。

◇ ◇

■問合先 花園図書館 ０７２（９６５）

７７００、�０７２（９６５）９２１２

市民意識調査にご協力を

市では、市民のみなさんの意見を「第

２次総合計画後期基本計画（計画期間�
平成２３～３２年度）」に反映させるため、市

民意識調査を実施します。

住民基本台帳と外国人登録台帳から無

作為に選んだ約５，０００人に調査票を送りま

すので、対象となられた方は協力をお願

いします。

■問合先 総合計画策定室 ０６（４３０９）

３１０６、�０６（４３０９）３８２６

病児・病後児保育
７月から幼稚園児も利用可能に

子育てと就労の両立支援として、市内

在住で保育所に通っている園児が、病気

の回復期または回復期に至っていないと

きで集団保育が適当でない場合に、「病児

・病後児保育室」を利用できます。７月

１日�からは、幼稚園児も利用できるこ
とになりました。

利用料２，０００円（減免制度あり）で、予

約が必要です（定員あり）。直接お問合せ

ください。

【病児保育室】 �さわだクリニック
こひつじ（０６・６７３０・５８２８〈�兼用〉）
�尾崎医院付属ウルル（０７２・９６８・７２２７、
�０７２・９６２・２２３１）
【病後児保育室】 �荒本子育て支援

センターミミィ（０６・６７８９・５２９５、�０６
・６７８９・８６６１） �白鳩保育園マザーグ
ース（０７２・９８４・８８２７、�０７２・９８５・０４７３）

◇ ◇

■問合先 子育て支援課 ０６（４３０９）

３３０２、�０６（４３０９）３８１７

インターネット公売

市では、市税を滞納している方の財産

（不動産や自動車、貴金属などの動産）

を差し押さえ、これらの財産を公売する

など滞納処分を行っています。

この一環として、ヤフー株式会社と提

携し、インターネット公売を行います。売

却した代金は税に充当します。公売には、

公売保証金を納め参加申込みをすれば、原

則どなたでも参加することができます。く

わしくは市ホームページをご覧ください。

公売場所 ヤフー株式会社が提供する

官公庁オークションシステム上 公売予
定物件 美術工芸品（シルバー製） 公
売方法 せり売り方式（入札期間中であ

れば何回でも入札でき、終了時にもっと

も高い金額で入札した方が落札者となり

ます） 参加申込期間 ７月１０日�午後
１時～２４日�午後５時 入札期間 ７月

３０日�午後１時～８月１日�午後２時
売却決定日 ８月１日�（入札終了後）
買受代金納付期限 ８月８日�午後２時
３０分まで

【下見会】
公売財産を確認する場として、下見会

を行います（申込不要）。 とき ７月１６

日� 午前１０時～午後３時 ※納税課（市

役所３階）へお越しください。

◇ ◇

■問合先 収納対策室ネット公売専用

ダイヤル ０６（４３０９）３１３２、�０６（４３０９）３８０８

おやこ「ホッ」とランドでは、０歳

から３歳までの子どもとその親に「ホ

ッ」とする場を設けることで、子ども

に対する虐待を防ぐとともに、同じ子

育てをしている親子に仲間を作っても

らおうと活動しています。

スタッフが子どもを見ている間、親

にはおもちゃやおやつ作りなど、子育

てに関する教養講座を行っています。

また、市の保健師も参加しているの

で、子育ての相談や子どもの健康診断

の日程などの情報も教えてもらうこと

ができます。

■問合先 まちづくり支援課 ０６

（４３０９）３３５０、�０６（４３０９）３８１２

お
や
つ
を
作
る
親
子

■問合先 永和図書館 ０６（６７８１）５５００ �０６（６７８４）５６３０

８日�
２２日�

１１日�
２５日�

３日�
１７日�

４日�
１８日�

１０日�
２４日�

１日�
１５日�

４日�
１８日�

２日�
１６日�

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：２０～１６：００

１３：３０～１４：００

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：４０～１６：１０

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：００

１３：４０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：１０

１４：２０～１４：５０

１５：３０～１６：１０

１３：２０～１４：００

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：３０～１６：１０

日下町丹波神社東

上石切町２・駅前公園

西石切町２（ダイアパレス横）

横小路メイ・トーラス

東大阪養護老人ホーム

六万寺町桜井公民館南

瓢�山稲荷神社東駐車場
上四条町大池公園

新池島児童公園

西石切町７・オーク新石切

豊浦公民分館

シャルマンコーポ枚岡公園

善根寺町４・ＮＴＴ社宅

日下町４・マンハイム石切

日下町６・ＪＡ孔舎衙

鴻池公園西

府営東鴻池第二住宅

島之内（メープルコート）

府営東大阪玉串住宅

若江東町２・ライオンズマンション

玉串西団地集会所前

横枕・春光園

高齢者サービスセンター

岩田町６・プレジデント東大阪

９日�
２３日�

９日�
２３日�

２日�
１６日�

３日�
１７日�

８日�
２２日�

１日�
１５日�

１０日�
２４日�

１１日�
２５日�

１３：２０～１４：００

１５：４０～１６：３０

１４：２０～１５：００

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１５：００

１５：３０～１６：１０

１３：１０～１３：５０

１４：００～１４：３０

１５：５０～１６：３０

１４：４０～１５：１０

１４：２０～１４：５０

１３：３０～１４：１０

１５：３０～１６：２０

１３：２０～１４：１０

１４：２０～１４：５０

１５：４０～１６：２０

１３：３０～１４：１０

１４：２０～１５：００

１５：３０～１６：３０

１３：３０～１４：００

１４：１０～１４：４０

１５：４０～１６：３０

花園西町公園

イズミヤ若江岩田店

若江本町北公園

中鴻池町２・三島温泉前

楠風荘稲荷神社横

鴻池町・寺嶋公園

川中岡崎医院南

加納アメリア集会所前

府営加納住宅集会所前

三ノ瀬公民分館

中小阪・大和公園

八戸の里公園

近江堂行政サービスセンター

市営鷺島住宅集会所前

市営島町住宅

新喜多公園

金岡公園

柏田公園

岸田堂南公園

西堤神社境内

川俣処理場東

府営稲田住宅

御厨天神社境内

新家西町第２公園

御厨東・五百石公園

地域まちづくり活動助成金交付団体�

おやこ「ホッ」とランド

（８）第９０８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１日
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相 談 相 談 

催 し 催 し 

じょせい た げん ご そうだん

女性のための多言語相談
Consultation for women

えい ご かんこく ちょうせん ご ちゅうごく ご

（英語、韓国・ 朝 鮮語、 中 国語）
じょせい なや せんもん そうだんいん

女性のさまざまな悩みに専門の相談員
おう か にちよう び しゅくじつ

が応じます。 とき 火～日曜日（ 祝 日
のぞ ご ぜん じ しょう ご ご ご じ

を除く） 午前１０時～ 正 午、午後１時～
じ たいしょう ていいん じょせい にちひとり

５時 対 象・定員 女性・１日１人
もうしこみせんちゃくじゅん さい げつ しゅう

（ 申 込先 着 順） ※１歳６か月～ 就
がくまえよう じ ほ いく ひとり じ かん

学前幼児の保育あり（１人２時間まで２００
えん い ご ぷん えん じ かん

円、以後３０分ごとに１００円で３時間まで。
しゅうかんまえ よう よ やく

１ 週 間前までに要予約）。

◇ ◇
だんじょきょうどうさんかく

イコーラム（男女 共 同参画センター）
じっ し めんせつそうだん ほうりつそうだん ろうどう

で実施する面接相談・法律相談・労働
そうだん つうやく そうだん

相談の通訳もできます。ご相談ください。

If you need an interpreter, please

contact International Information

Plaza in advance. ０６（４３０９）３３１１

０６（４３０９）３３１１

０６（４３０９）３３１１
もうしこみ といあわせさき

■ところ・ 申 込・問 合 先 イコーラ

ム ０７２（９６０）９２０５、�０７２（９６０）９２０７

ももの実祭り

作品展示と舞台発表、お楽しみ抽選会

をします。 とき ７月５日�、６日�
午前１０時～午後４時 ※５日はフリーマ

ーケットを、６日は市内の有名和洋スイ

ーツを紹介します。

■ところ・問合先 ももの広場（楠根）

０６（６７４５）９１４１（�兼用）

司法書士による相談

とき ７月１７日� 午後２時～４時

内容 相続・売買・贈与などの登記や供

託、訴訟、調停などの裁判手続き 定員
８人（当日先着順）

■ところ・問合先 市政情報相談課

０６（４３０９）３１０４、�０６（４３０９）３８０１

１級建築士による相談

とき ７月５日� 午後１時～４時（予

約不要） ところ 夢広場（布施駅前リ

ージョンセンター） 内容 建替え、耐

震、アスベスト、リフォーム、シックハ

ウス、欠陥住宅など ※住宅の耐震診断

・改修補助申込みの受付もしています。

■問合先 指導監察課 ０６（４３０９）３２４５、

�０６（４３０９）３８３４

特設人権相談

とき・ところ �７月１０日��総合福
祉センター �１７日��夢広場（布施駅
前） ☆いずれも午後２時～４時

■問合先 社会福祉協議会内人権擁護

委員会 ０６（６７８９）７２０１、�０６（６７８９）
２９２４

農産物品評会

市内の農家が作った低農薬で安全な夏

野菜などの展示、品評会を開催します。

とき ７月４日� 午前１０時～午後４時

ところ 市役所１階多目的ホール

■問合先 農政課 ０６（４３０９）３１８０、

�０６（４３０９）３８４６

中河内交流バドミントン大会

とき・対象 �８月２５日��ダブルス
（中学生、小学生）、団体戦（レディース、

高校生以上・１チーム６～８人） �２６
日��シングルス（中学生、小学生）、ダ
ブルス（レディース、大人子どもペア）

☆いずれも午前９時～午後４時 ※１ブ

ロック４～５チームのリーグ戦。 とこ
ろ 東大阪アリーナ 費用 �レディー
スダブルス�１組２，０００円 �大人子ども
ペアダブルス�１組１，５００円 �団体戦�
１チーム７，０００円 �小・中学生ダブルス
�１組１，０００円 �小・中学生シングルス
�５００円 ※参加が４チーム未満の種目は、

中止する場合あり。 申込方法 申込用

紙に必要事項を書いて、７月２２日�（必
着）までに郵送またはファクスで

■申込用紙配布・申込・問合先 〒５７７

・８５２１市役所青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

みんなで「声」を楽しもう�
ボランティア・あいあいサロン

とき ７月１９日� 午後１時３０分～３

時３０分 ところ 総合福祉センター 内
容 民話、朗読、手話コーラスなど 定
員 ５０人（申込先着順） ※ボランティ

ア活動やイベントなどの情報提供もして

います。手話通訳、要約筆記が必要な方

は申込時にお伝えください。

■申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

やまなみプラザの催し

【コンサート】
とき ７月１９日� 午後２時から 内

容 酒井七瀬さん、駿田千佳さんによる

マリンバ・各種打楽器の演奏 「天国と

地獄」序曲 オッフェンバック、「カノン」

パッヘルベル 定員 ４０人（当日先着順）

【音楽祭】
フルート、ハーモニカ、コーラス、バ

ンド演奏などの音楽祭です。 とき ７

月２０日� 午後０時３０分～４時 定員
１２０人（当日先着順）

【フォークソング同好会】
楽器を持ち寄り楽しみませんか。毎月

最終の日曜日に活動します。 初回のと
き ７月２７日� 午後２時～５時

◇ ◇

■ところ・問合先 やまなみプラザ（四

条） ０７２（９８８）３１１３、�０７２（９８８）３１０７

多重債務者法律相談

借金の返済・多重債務の問題などにつ

いて、弁護士・司法書士が相談に応じま

す。 とき ７月１５日� �午前１０時～
正午 �午後１時～４時 ※１人３０分以

内。 対象・定員 市内在住の方・１０人

（申込先着順） 申込方法 ７月１日�
午前９時から電話で

■ところ・申込・問合先 消費生活セ

ンター ０７２（９６５）６００２、�０７２（９６２）９３８５

サラ金・クレジット法律相談

府では、「サラ金・クレジット」に関す

る借金問題の解決に向け、８月２４日�、
３１日�に府内全域で弁護士や司法書士に
よる相談会を開催します。時間は午前１０

時～正午、午後１時～４時で相談は１件

あたり３０分以内です。事前に予約してく

ださい。 予約方法 ７月１日�から電
話またはファクスで ※場所などくわし

くはお問い合わせください。

■予約・問合先 �府民お問合せセン
ターピピットライン ＃８００１または０６

（６９１０）８００１ �大阪府貸金業対策課日
曜相談会 ０６（６９４４）６１０７、�０６（６９４４）
６７３６

【ワード２００３基礎】
とき ７月１９日�、２６日�、８月２
日�、９日� 午後１時３０分～４時３０

分（計４日間） 対象・定員 ウィン

ドウズを使ったことがある高校生以上

の方・１２人（抽選） 費用 ４，８００円

申込期限 ７月５日�
【ワードで作るオリジナル封筒】
とき ７月２３日	 午後１時３０分～

４時３０分 対象・定員 ウィンドウズ

を使ったことがある高校生以上の方・

１２人（抽選） 費用 １，０００円 申込期
限 ７月１２日�

【点字にチャレンジ】
点字の打ち方や点訳絵本を作ります。

とき ７月～来年３月の毎月第１土曜

日 午前１０時～正午（計１１日間） 講
師 たすけあい虹の会 片野利映さん

対象・定員 小学生以上の方・２０人（抽

選） 費用 ５００円 申込期限 ７月５

日�
【つくってみよう�さわるえほん】
視覚障害がある方もない方も楽しめ

る「さわる絵本」を作ります。 とき
７月～来年３月の毎月第１土曜日 午

後２時～４時（計１０日間） 講師 さ

わる絵本連絡協議会 岸隆美さん 対
象・定員 小学生以上の方・１５人（抽

選） 費用 ５００円 申込期限 ７月５

日�
【手話体験教室】
手話の基礎を学びます。 とき ７

月１５日～来年３月の火曜日 午後５時

３０分～７時３０分（計１８日間） 対象・
定員 小学校４年生以上の方・３０人（抽

選） 費用 １，２００円 申込期限 ７月

１０日�
◇ ◇

申込方法 ハガキに教室名、住所、

氏名、年齢、電話番号を書いて、各申

込期限（必着）までに郵送（ファクス

でも可） ※当選者に受講通知を送付。

■ところ・申込・問合先 〒５７７・

０８３２長瀬町３―７―４０ 長瀬青少年センタ

ー ０６（６７２７）１２００、�０６（６７２９）９７８７

長瀬青少年センターの教室

チャレンジしよう

平成２０年７月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪第９０８号（９）
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枚岡神社にある銅製擬宝珠（写真�）、
銅製釣燈籠（写真�）は、ともに豊臣
秀頼から寄進されたもので昭和４９年に

市の文化財に指定しています。

擬宝珠は、高さ３６．５�あり、慶長７
年（１６０２年）に社前の潔川に架けられ

た木造の行合橋に用いられたものです。

現在は、石橋の欄干の１つにレプリカ

が取り付けられています。

釣燈籠は、六角形で高さ４８．５�あり、
台板の脚には唐草文様などを打出し、

火袋は上中下に別れ、上区欄間は藤文

様の透し、中区は唐草文の透し、下区

は格狭間作りになっています。現在は、

模して渡金した釣燈籠が氏子より寄進

され、拝殿の軒下につるされています。

実物はともに枚岡神社で保管されて

おり、毎年２月下旬から３月上旬に行

われる什宝展で出展されています。

■問合先 文化財課 ０６（４３０９）３２８３、

�０６（４３０９）３８３５

夏 季 生 徒
東大阪水泳学校

とき ８月４日�～２２日� 午前９時

～１１時３０分（土・日曜日を除く計１５日間）

ところ 東大阪アリーナ屋内プール 対
象・定員 小学校３年生以上の方・２００人

（申込先着順） ※病気などで医師が水

泳に適さないと判断したときは、入学で

きません。 費用 １４，０００円（入学後は

返金不可） 申込方法 指定の願書（小

・中学生は保護者押印）と費用、本校

「中級」以上の方は修了証を７月１２日�
の午前１０時～正午に東大阪アリーナ１階

ロビーへ ※願書は７月５日�の午前１１
時～正午に東大阪アリーナ１階ロビーで

配布。

■問合先 �俊徳中学校「津塩」 ０６

（６７２８）１９４５ �市水泳協会「中田」
０６（６７２１）３９３９ �青少年スポーツ室
０６（４３０９）３２８２、�０６（４３０９）３８３５

障害者週間
体験作文・ポスター

障害のある人とない人との心のふれあ

いの体験を書いた作文や障害者への理解

を求めるポスターを募集します。 規格
�作文�４００字詰め原稿用紙（縦書き・点
字でも可）で小・中学生は２～４枚、高

校生・一般は４～６枚 �ポスター（小
・中学生のみ）�Ｂ３画用紙、４つ切り
画用紙（縦長） 応募期間 ７月１日�
～９月５日�（消印有効）に郵送または
直接（土・日曜日、祝日を除く）

■応募・問合先 〒５４０・８５７０大阪府障

がい保健福祉室計画推進課 ０６（６９４１）

０３５１、�０６（６９４２）７２１５

学校給食メニュー料理教室

おいしい“だし”をとって、和食を作り

ませんか。東大阪の野菜や郷土料理の紹

介、給食センターも見学します。 とき
７月２９日�、３０日� 午前１０時～午後２

時 ところ 学校給食センター（弥生町）

対象・定員 市内在住の小学校３～６年

生とその保護者・各９組１８人（抽選） 費
用 １人５００円程度 ※エプロン、三角巾、

手ふきを持参。 申込方法 ハガキに住所、

氏名（児童は学校名、学年も）、電話番号、

参加希望日（２日とも可能な場合は２日

とも）を書いて、７月１１日�（必着）ま
でに郵送（ファクス、Ｅメールでも可）

■申込・問合先 〒５７７・８５２１市役所学

校給食課 ０６（４３０９）３２７７、�０６（４３０９）
３８６７、Ｅメール gakkyu@city.higashi

osaka.osaka.jp

母子家庭の就業支援講習会
パソコン初級講座

とき ８月３０日～１１月１日の毎週土曜

日 午前９時３０分～午後４時３０分（計１０

日間） ところ イコーラム（男女共同

参画センター） 対象 母子家庭の母お

よび寡婦 ※２歳～就学前幼児の保育あ

り。 費用 １０，０００円（教材費を含む）

申込方法 往復ハガキに講座名と受講動

機、以前受講した方はその講座名、住所、

氏名、年齢、職業、電話番号、保育の有

無を書いて、７月３０日�（消印有効）ま
でに郵送 ※申込多数の場合は抽選。

■申込・問合先 〒５４０・００１２大阪市中

央区谷町５―４―１３ 母子家庭等就業・自立

支援センター ０６（６７６２）９９９５、�０６（６７６２）
３７９６

■問合先 こども家庭課 ０６（４３０９）

３１９４、�０６（４３０９）３８１７

保健師・看護師
専門職嘱託職員

業務内容 包括的支援事業、介護予防

支援業務 勤務先 地域包括支援センタ

ー四条の家 資格 保健師または地域で

看護経験がある看護師 募集人数 １人

■応募・問合先 社会福祉事業団 ０６

（６７８９）０３５０、�０６（６７８９）２１５１

シニアの生きがいづくり事業を応援
生きがいワーカーズ

「生きがいワーカーズ」とは、地域で

生きがいづくりと就労を結びつけた活動

をしている６０歳以上の方を中心としたグ

ループのことで、現在、市内では６つの

グループが活動しています。

今年度も活動を始めるグループを募集

します（法人格をもつグループ、営利目

的や無償活動を除く）。審査で選ばれたグ

ループには、助成金を交付します。また、

事業立ち上げには専任の相談員がサポー

トします。

【事業説明・相談会】
募集にあたり、事業説明会と相談会を

開催しますので、ぜひ参加してください。

とき ７月１５日� 午後１時３０分～４時

ところ イコーラム（男女共同参画セン

ター）

◇ ◇

■応募・問合先 シニア活動支援セン

ター（月・水・金曜日の午前１１時～午後

５時） ０６（６７６７）１００２

■問合先 高齢介護課 ０６（４３０９）３１８５、

�０６（４３０９）３８４８

運動部活動専門職嘱託

市立中学校のラグビー部の指導および

保健体育の授業の補助をします。 資格
教員免許をもつ健康な方 募集人数 １

人 ※雇用期間は来年３月末まで。

■応募・問合先 学校教育推進室 ０６

（４３０９）３２６９、�０６（４３０９）３８３８

パート保育士

鴻池子育て支援センターで働くパート

保育士を募集します。 対象 保育士登

録証がある方 勤務時間 朝または夕方

２時間程度

■応募・問合先 保育課 ０６（４３０９）

３１９５、�０６（４３０９）３８１７

自社製品をＰＲしませんか
売りメッセ東大阪

百貨店などの仕入担当者がブースを設

ける商談会「売りメッセ東大阪」を開催

します。自社製品をＰＲしませんか。

とき ８月７日	、８日� 午前１０時～

午後４時３０分 ところ クリエイション

・コア東大阪 内容 衣料品、食料品、

住居生活関連製品 対象 市内に本社ま

たは営業所がある事業所、会員事業所

■申込・問合先 東大阪商工会議所

０６（６７２２）１１５１、�０６（６７２５）３６１１

のらねこの仲間が１１ぴき。ある晴れ

た日、大好きな魚のお弁当を持って遠

足へ出発…。人形劇団クラルテによる

人形劇「１１ぴきのねこ ふくろのなか」

をお楽しみください。

とき ９月６日� 午後１時３０分か

ら（開場は３０分前） ところ 市民会

館市民ホール ※駐車場はありません。

入場料 前売券 �大人�１，５００円 �
子ども�１，０００円 ※全席指定席で、当

日券は各３００円増し。前売券は、７月７

日�から市民会館、
施設利用サービ

ス協会（旭町分庁舎）、チケットぴあ

（Ｐコード３８７―７６０）で発売。

■問合先 市民会館 ０６（６７２２）９００１、

�０６（６７２２）９００７

ぎ ぼ し つりとうろう

枚岡神社 銅製擬宝珠、銅製釣燈籠

桃山時代の名品

１１ぴきのねこ ふくろのなか

市民劇場～人形劇

ま な ぶ の 続 き

（１０）第９０８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１日
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使用期間が長い家電製品の火災に注意�
使用期間が長い家電製品は、熱、湿気、ホコリなどの影響で
内部部品が劣化し、発煙・発火のおそれがあります。異常があ
る場合は、販売店またはメーカーに相談してください。

いきいき・リフレッシュ
歌体操教室

とき ７月１５日～１０月７日の第１・３

火曜日 午後１時～３時（計６日間）

講師 いきいき歌体操 平河美津子さん

対象・定員 市内在住の６０歳以上の方・

２５人（申込先着順）

■ところ・申込・問合先 五条老人セ

ンター ０７２（９８５）３７５１、�０７２（９８６）７５９２

アクアセミナー

蛇口をひねると出てくる水。この水が

どこからやってくるかをお話しします。

とき・ところ �８月１日� 午前９時

３０分～１１時３０分�やまなみプラザ（四条）
�４日� 午後２時～４時�グリーンパ
ル（中鴻池） �６日� 午前９時３０分

～１１時３０分�夢広場（布施駅前） 内容
ビデオ上映「トライくんの冒険」、水のた

び＆災害対策についてのお話、実験など

※小学校４年生向き。 対象・定員 市

内在住の小学生とその保護者（大人同士も

可）・各６０人（当日先着順） ※参加者に粗

品を贈呈。車での来場はご遠慮ください。

■問合先 上下水道局総務課 ０６（６７２４）

１２２１、�０６（６７２１）２３７４

手話体験教室

とき ８月３０日～９月２７日の毎週土曜

日 午後７時～８時４５分（計５日間）

ところ 盾津鴻池公民分館 講師 手話

サークル「陽だまり」 対象・定員 手

話初心者・３０人（申込先着順） 費用
１，０００円 申込方法 ７月３１日�までに電
話またはファクスで

■申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

ボランティア体験プログラム
in 東大阪

この夏、ボランティア活動を通して、

自分以外の人たちや社会に視野を広げて

みませんか。

【施設体験】
市内の福祉施設などで、ボランティア

活動を体験します。 とき ７月１日�
～８月３１日� ※日程などは要相談。

【車いす体験教室】
車いすの取扱い方と介助の仕方を学び

ます。 とき ７月２６日	 午後１時～

４時 ところ 総合福祉センター 対象
・定員 中学生以上の方・２０人（申込先

着順） ※５人未満の場合は中止するこ

とがあります。

◇ ◇

■申込・問合先 市民福祉活動センタ

ー ０６（６７８９）５５５０、�０６（６７８９）２９２４

高齢者サービスセンターの教室

市内在住の６０歳以上の方が対象です。

【トレーニング教室】
足腰を鍛えるための筋力トレーニング

をしませんか。 とき ７月９日� 午

後１時３０分～３時 定員 １５人（申込先

着順）

【メロディうんどう教室】
楽しく体を動かしませんか。 とき

７月１０日�、２３日� 午後１時３０分～３

時 定員 各５人（申込先着順） ※重

複申込みは不可。

【手作り作品教室】
ちりめん布で保険証入れを作ります。

とき ７月２５日� 午後１時３０分～３時

３０分 定員 ２０人（抽選） 費用 ５００円

申込期限 ７月１０日�
【健康体操教室】
簡単なストレッチ体操をします。 と

き ７月２８日� 午前１０時～１１時３０分

定員 ２５人（申込先着順）

◇ ◇

※トレーニング教室と健康体操教室の

重複申込み不可。 申込方法 ７月１日

�から電話または直接
■ところ・申込・問合先 高齢者サー

ビスセンター ０７２（９６２）８０１１、�０７２
（９６３）２０２０

講座～現代社会と女性２

男女共同参画社会実現への手がかりを

探るシリーズです。さまざまな社会問題

について考えてみませんか。

【「格差社会」って？】
格差の広がる社会のしくみと現状につ

いて学びましょう。 とき ８月９日	
午後１時３０分～４時 講師 大阪大学大

学院助教 清末愛砂さん 対象・定員
市内在住、在勤、在学の方・２０人（抽選）

※１歳６か月～就学前幼児の保育あり（１

人３００円で要予約・定員１０人）。 申込方
法 往復ハガキに講座名、受講動機、住

所、氏名、電話・ファクス番号、保育の

有無（必要な場合は子どもの氏名、生年

月日も）を書いて、８月２日	（必着）
までに郵送（ファクス、Ｅメールでも

可）

■ところ・申込・問合先 〒５７８・０９４１

岩田町４―３―２２―６００ イコーラム（男女共

同参画センター） ０７２（９６０）９２０１、�
０７２（９６０）９２０７、Ｅメール ikoramu@

city.higashiosaka.osaka.jp

スポーツエリア花園クラブ
グラウンドゴルフ

とき 毎週月・木曜日（祝日を除く）

午前９時～１１時 ところ 花園中央公園

対象 市内在住の方 費用 年会費３，０００

円、月会費１，０００円 申込方法 行事名、

氏名、年齢、電話番号を電話またはＥメ

ール（件名に「スポーツエリア」と記

入）で

【グラウンド貸出し・スタッフ募集】
人口芝グラウンド（４０ｍ×６０ｍ）を貸出

ししています。また、クラブ運営スタッ

フ（高校卒以上の方）を募集しています。

◇ ◇

■申込・問合先 スポーツエリア花園

クラブ �クラブハウス（ラグビー場南
側） ０７２（９６２）８８８９（月曜日午前１０時

～午後１時、金曜日午後１時～３時３０分）、

Ｅメール sa�hanazono@sn�osaka.com
�マネージャー「梶田」 ０９０（２３８０）６２２６
■問合先 青少年スポーツ室 ０６（４３０９）

３２８２、�０６（４３０９）３８３５

考古学教室

火おこしや王様の宝物づくりに挑戦し

てみませんか。クイズなどもあります。

とき・内容 �７月１２日	 午前１０時（近

鉄瓢�山駅南側出口に集合）～午後２時
３０分�遺跡・古墳を探検、クイズ �１３
日� 午前１０時（郷土博物館に集合）～

午後２時３０分�ミニチュア土製品を作ろ
う、火おこしに挑戦 ※計２日間。 対
象・定員 市内在住の小学校５年生～中

学生の方・２０人（申込先着順） 申込方
法 ７月２日�午前９時から電話で
■ところ・申込・問合先 郷土博物館

０７２（９８４）６３４１、�０７２（９８６）１４３２

新規登録者講習会
東大阪アリーナトレーニングルーム

とき ７月２１日
 午後３時３０分～５

時３０分 内容 機械器具の使い方やトレ

ーニングの注意点 対象・定員 １６歳以

上の方・３０人（抽選） ※登録料３００円が

必要。室内シューズ、トレーニングウェ

アを持参。 申込方法 往復ハガキ（１

人１枚）に講習名、住所、氏名、年齢、

性別、電話番号を書いて、７月１１日�（消
印有効）までに郵送

■ところ・申込・問合先 〒５７７・０８０４

中小阪４―７―６０ 東大阪アリーナ ０６（６７２６）

１９９５、�０６（６７２６）１９９４

【落語で学ぶ話し方教室】
ビデオ鑑賞、なぞかけ、落語家企業

秘密の伝授などを学びます。 とき
７月１１日�、２５日�、８月８日�、２２
日�、９月１２日�、２６日� ☆いずれ

も午後２時～３時３０分で計６日間 講
師 笑福亭鶴二さん 定員 ２０人（申

込先着順） 費用 ３，５００円 ※扇子と

手ぬぐいを持参。 申込方法 ７月４

日�までに電話で
【ソシアルダンス教室】
社交ダンスを楽しく習得できます。

とき ７月１６日�、２３日�、８月６日
�、２０日�、９月３日�、１７日� ☆

いずれも午後６時３０分～８時で計６日

間 講師 大阪府プロダンスインスト

ラクター協会 昭元喜代子さん 定員
３０人（申込先着順） 費用 ３，５００円 申
込方法 ７月３日�～９日�に電話で

【中国語初級講座】
日常会話から旅行会話までを学びま

す。 とき ７月１５日�、２９日�、８
月５日�、１９日�、９月２日�、９日
� ☆いずれも午後６時４５分～８時で

計６日間 講師 王翠珍さん 定員
１５人（申込先着順） 費用 ５，１８０円 申
込方法 ７月３日�～１０日�に電話で
【古文書入門講座】
とき ７月１６日�、３０日�、８月１２

日�、２７日�、９月１０日�、２４日�
☆いずれも午後６時３０分～８時で計６

日間 講師 日下古文書研究会 浜田

昭子さん 定員 ２０人（申込先着順）

費用 ２，５００円 申込方法 ７月３日�
～１４日�に電話で

◇ ◇

■ところ・申込・問合先 ユトリート

東大阪 ０６（６７２１）６０００、�０６（６７２１）１２１２

はじめてみよう
ユトリート夏の講座

平成２０年７月１日ラ グ ビ ー の ま ち 東 大 阪

※広告掲載の申込みは広告代理店（�メディアート ０６・６７７４・５５７１）へ

第９０８号（１１）
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�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

夏
の
教
室
＆
催
し

【
カ
ラ
オ
ケ
指
導
教
室
】

◇
と
き

７
月
１０
日
�

午

前
１０
時
か
ら

◇
定
員

二
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

二
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
８
日
�

【
家
族
で
「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

蝶
」
の
観
察
会
】

◇
と
き

７
月
１２
日
�

☆
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら

お
か
に
午
前
１０
時
集
合

◇
行
き
先

生
駒
山
ろ
く

◇
講
師

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
を

調
べ
る
会

新
宅
徳
治
郎
さ
ん

◇
定
員

三
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
１０
日
�

【
親
子
囲
碁
教
室
】

◇
と
き

７
月
１２
日
�

午

後
３
時
３０
分
か
ら

◇
定
員

十
組
（
一
人
で
も

可
・
抽
選
）

◇
費
用

一
組
二
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
１０
日
�

【
健
康
ヨ
ガ
教
室
】

◇
と
き

７
月
１３
日
�

午

前
１０
時
か
ら

◇
講
師

骨
格
調
整
ヨ
ガ

古
谷
佳
子
さ
ん

◇
定
員

三
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

五
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
１０
日
�

【
セ
ミ
の
羽
化
を
観
察
】

◇
と
き

７
月
２６
日
�

☆
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら

お
か
に
午
後
６
時
集
合

◇
行
き
先

枚
岡
公
園
周
辺

◇
講
師

枚
岡
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
ブ

◇
定
員

四
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

大
人
三
百
円
、
子

ど
も
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
２３
日
�

【
親
子
工
作
教
室
】

木
と
竹
で
昆
虫
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２７
日
�

午

前
１０
時
か
ら

◇
講
師

生
駒
ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
ラ
フ
ト

吉
岡
一
成
さ
ん

◇
定
員

四
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

三
百
円

◇
申
込
期
限

７
月
１９
日
�

◇

◇

◇
申
込
方
法

行
事
名
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
各
申
込
期
限
ま
で
に
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
ひ
ら
お
か

０
７
２（
９
８
２
）９
９
２
０
、

�
０
７
２（
９
８
２
）９
９
２
１

夏
休
み
子
ど
も
手
芸
教
室

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
を
使
っ
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２６
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

小
学
生
の

方
・
二
十
人
（
抽
選
）

◇
費
用

六
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
１１
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
４
１
岩
田
町
四
―

三
―
二
二
―
五
〇
〇

く
す
の

き
プ
ラ
ザ
（
若
江
岩
田
駅
前
）

０
７
２
（
９
６
７
）
６
５
６
５

（
�
兼
用
）

青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー

夏
休
み
親
子
手
芸
教
室

エ
コ
ク
ラ
フ
ト
で
か
ご
を
編

み
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住
、

在
勤
、
在
学
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
・
十
五
組
（
抽
選
）

◇
費
用

一
個
六
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
の
氏
名
（
ふ
り
が

な
も
）
・
年
齢
（
学
年
も
）
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
１５
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・
０
０
５
４
高
井
田
元
町

一
―
一
一
―
一
七

青
少
年
女

性
セ
ン
タ
ー

０
６
（
６
７

８
９
）
５
７
４
６
、
�
０
６

（
６
７
８
９
）
２
０
４
９

夏
休
み
親
子

「
平
和
・
人
権
」の
つ
ど
い

人
形
劇
を
行
い
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２５
日
�
、
２６

日
�

▽
午
前
１０
時
〜
１１
時

▽
午
後
２
時
〜
３
時

◇
と
こ
ろ

ド
リ
ー
ム
２１

◇
内
容

人
形
劇
団
ク
ラ
ル

テ
に
よ
る
人
形
劇

▽
２５
日
�

「
へ
び
く
ん
の
お
さ
ん
ぽ
」「
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

▽
２６

日
�
「
き
つ
ね
の
お
ふ
ろ
」「
か

っ
て
な
く
ま
」

◇
対
象

４
歳
〜
小
学
生
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。

７
月
１
日
�
か
ら
ド
リ
ー
ム

２１
、
青
少
年
ス
ポ
ー
ツ
室
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
配
布

（
一
人
四
枚
ま
で
）。

※
参
加
者
は
、
ド
リ
ー
ム
２１

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
ホ
ー
ル
、
常
設
展
示
室

の
い
ず
れ
か
一
つ
に
無
料
で
入

場
で
き
ま
す
。

◇
問
合
先

青
少
年
ス
ポ
ー

ツ
室

０
６（
４
３
０
９
）３
２

８
１
、
�
０
６
（
４
３
０
９
）

３
８
３
５

も
の
づ
く
り
教
室

自
分
だ
け
の
や
き
も
の

◇
と
き

８
月
２
日
�
、
３

日
�
、
１２
日
�
、
２６
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午
（
計
四
日
間
）

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住
、

在
学
の
小
学
校
三
〜
六
年
生
・

十
五
人
（
抽
選
）

◇
費
用

千
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

（
一
人
一
枚
）
に
教
室
名
、
住

所
、
氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
１８

日
�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
２
３
松
原
南
二
―
七

―

二
一

ド
リ
ー
ム
２１

０
７
２

（
９
６
２
）０
２
１
１
、�
０
７
２

（
９
６
２
）０
８
１
０
、Ｅ
メ
ー
ル

k
y
o
s
itu
@
d
rea
m
2
1
.h

ig
a
sh
iosa
k
a
.osa
k
a.jp

親
子
陶
芸
教
室

陶
芸
で
干
支
な
ど
の
作
品
を

作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
２
日
�

午

後
１
時
〜
４
時

◇
講
師

�
大
阪
工
芸
協
会

後
藤
利
幸
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

市
内
在
住

の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
・
九

組
十
八
人
（
抽
選
）

◇
費
用

千
五
百
円

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
７

月
１５
日
�
ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７８
・
０
９
７
５
中
鴻
池
町
二

―
三
―
一
三

グ
リ
ー
ン
パ
ル

（
中
鴻
池
）

０
６（
６
７
４
７
）

１
５
９
２
、
�
０
６
（
６
７

４
４
）
２
７
４
８

夏
休
み
企
画

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

【
科
学
実
験
〜
電
球
で
あ
そ

ぼ
う
】

白
熱
電
球
の
し
く
み
を
シ
ャ

ー
プ
ペ
ン
シ
ル
の
し
ん
を
使
っ

て
実
験
し
ま
す
。

◇
と
き

８
月
３
日
�

午

前
１０
時
〜
正
午

◇
と
こ
ろ

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー◇

講
師

大
阪
樟
蔭
高
等
学

校
教
諭

船
田
智
史
さ
ん

◇
対
象
・
定
員

小
学
生
以

上
の
方
・
四
十
人
（
抽
選
）

【
自
然
体
験
教
室
】

自
然
の
中
で
川
遊
び
や
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、
星
観
察
な

ど
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

◇
と
き

８
月
５
日
�
〜
８

日
�
（
三
泊
四
日
）

◇
行
き
先

奈
良
県
吉
野
郡

下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
四

年
生
〜
中
学
生
の
方
・
四
十
人

（
抽
選
）

◇
費
用

一
万
五
千
円

【
親
子
で
お
や
つ
作
り
】

野
菜
を
使
っ
て
ケ
ー
キ
と
プ

リ
ン
を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

８
月
１０
日
�

午

後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

◇
と
こ
ろ

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー◇

対
象
・
定
員

小
学
生
以

上
の
方
と
そ
の
保
護
者
・
八
組

（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
千
円

【
親
子
う
ど
ん
打
ち
教
室
】

◇
と
き

８
月
２４
日
�

午

前
１０
時
〜
午
後
４
時

◇
と
こ
ろ

社
会
教
育
セ
ン

タ
ー◇

定
員

十
組
（
抽
選
）

◇
費
用

一
組
千
円

◇

◇

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
と
親
子
の
教
室
は
保
護

者
名
も
）、
学
校
名
、
学
年
、
電

話
番
号
を
書
い
て
、
７
月
１６
日

�
（
必
着
）
ま
で
に
郵
送

◇
申
込
・
問
合
先

〒
５７７
・

０
０
５
６
長
堂
一
―

一
七
―

二
九

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

０
６

（
６
７
８
９
）
４
１
０
０
、
�

０
６
（
６
７
８
９
）
５
２
１
２

や
ま
な
み
プ
ラ
ザ
の
教
室

【
お
も
ち
ゃ
手
作
り
教
室
】

風
車
や
ケ
ー
ス
ホ
イ
ッ
ス
ル

を
作
り
ま
す
。

◇
と
き

７
月
２６
日
�

午

後
２
時
〜
４
時

◇
講
師

風
車
の
会

◇
対
象
・
定
員

小
学
校
三

年
生
以
下
の
方
・
二
十
人（
抽
選
）

◇
申
込
期
限

７
月
１５
日
�

【
ち
ぎ
り
絵
教
室
】

◇
と
き

８
月
３
日
�

午

後
２
時
か
ら

◇
講
師

し
ゅ
ん
こ
う
の
和

紙
ち
ぎ
り
絵

林
君
子
さ
ん

◇
対
象
・
内
容
・
費
用

▽

大
人
�
風
鈴
の
色
紙
・
五
百
円

▽
子
ど
も
�
イ
ル
カ
・
三
百
円

◇
定
員

二
十
人
（
一
人
で

も
可
）

◇
申
込
期
限

７
月
１８
日
�

◇

◇

※
保
護
者
同
伴
可
。

◇
申
込
方
法

往
復
ハ
ガ
キ

に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
各

申
込
期
限（
必
着
）ま
で
に
郵
送

◇
と
こ
ろ
・
申
込
・
問
合
先

〒
５７９
・
８
０
５
４
南
四
条
町
一

―
七

や
ま
な
み
プ
ラ
ザ
（
四

条
）

０
７
２（
９
８
８
）３
１

１
３
、
�
０
７
２
（
９
８
８
）

３
１
０
７

ペ
ッ
ト
な
ど
の
動
物
か
ら
人

に
う
つ
る
動
物
由
来
感
染
症
に

は
、
狂
犬
病
を
は
じ
め
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
動
物
に
症

状
が
な
く
て
も
病
原
体
を
も
っ

て
い
て
、
感
染
源
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

動
物
や
ペ
ッ
ト
を
触
る
前
後

や
清
掃
後
、
フ
ン
が
手
に
つ
い

た
と
き
は
手
洗
い
消
毒
を
し
、

口
移
し
で
食
べ
物
を
与
え
る
な

ど
の
濃
厚
な
接
触
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
次
の
こ
と
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

▽
室
内
で
飼
育
す
る
場
合
は

換
気
す
る

▽
飼
育
場
所
は
清

潔
に
し
、
フ
ン
や
尿
の
始
末
を

こ
ま
め
に
行
い
、
周
囲
に
飛
び

散
ら
な
い
よ
う
に
す
る

▽
野

生
動
物
の
家
庭
で
の
飼
育
や
野

外
で
の
接
触
は
避
け
、
む
や
み

に
エ
サ
を
与
え
な
い

▽
ペ
ッ

ト
の
定
期
検
診
を
受
け
て
病
気

の
早
期
発
見
に
努
め
、
異
常
が

あ
る
場
合
は
速
や
か
に
動
物
病

院
で
受
診
す
る

▽
飼
い
主

が
健
康
不
良
で
医
療
機
関
に

受
診
す
る
と
き
は
、
ペ
ッ
ト

の
飼
育
状
況
も
医
師
に
説
明

す
る

▽
犬
の
飼
い
主
は
飼

い
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
さ
せ
る

マ
ナ
ー
は
守
っ
て

ペ
ッ
ト
と
仲
良
く
暮
ら
す

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

▽
フ
ン
の
後
始
末
は
必
ず

飼
い
主
が
行
う

▽
飼
い
主

が
拾
え
な
い
場
所
で
フ
ン
を

さ
せ
た
り
、
周
囲
に
迷
惑
を

か
け
た
り
す
る
場
所
で
尿
を

さ
せ
な
い

▽
な
る
べ
く
飼

育
場
所
で
排
せ
つ
を
済
ま
せ

て
か
ら
散
歩
に
行
く
よ
う
に

し
つ
け
を
す
る

◇
問
合
先

食
品
衛
生
課

０
７
２（
９
６
０
）３
８
０
３
、

�
０
７
２
（
９
６
０
）
３
８

０
７

動
物
や
ペ
ッ
ト
か
ら
の

感
染
症
に
注
意

（１２）第９０８号東 大 阪 市 政 だ よ り平成２０年７月１日


